
 

 

 

■ ３年生を送る会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務委員長を中心に３年生を送る会が行われました。各部活動の出し物は２年生が主体で企画、準備

を行っていくよい機会でした。管弦楽部は、人数が少ない中で、トップバッターとして演奏も合唱もし

ていました。サイエンス部は、それぞれのキャラクターを活かし、動画の編集が凝っていておもしろか

ったですね。美術部は、３年生の教室の飾りつけと並行して、動画編集にダンスに頑張っていました。

陸上部は、リレーで使うバトンを軸に、顧問の先生２人の協力もあり、先生方にも支えられている温か

さを感じました。サッカー部は、動画が消えてしまうハプニングもありましたが、間に合うように頑張

っていました。男子テニス部は、動画もよかったですが、いつものテニスコートでの掛け声が揃ってい

てよかったですね。女子テニス部は、昨年も行っていた円陣で、先輩を呼び込むスタイルがよかったで

すね。卓球部は、劇というところが売りなのですが、堂々とやりきっていましたね。バレー部は、一番

小学校体育館を使って練習できたと思いますが、動画もダンスも可愛らしかったですね。野球部は、今

回の出し物の練習をきっかけにさらに団結力が高まりました。「証」は、クラス合唱で歌いたいなと思っ

ていたので、学年合唱で聞けてうれしかったです。はじめのころ、朝や配膳時間の合唱練習では、音程

を取るまでに時間がかかったり、パートがなかなか合わなかったりで不安で仕方がなかったのですが、

前日の姿では、立派に歌えており、練習で安心したし、感動もしました。 

■ 第７１回 卒業証書授与式 

「卒業証書は未来への切符」当たり前のようにこの校舎で３年間を過ご 

し、楽しい時間もあるけれど、苦しい時間もあって、時にはその時間を鬱 

陶しく感じるときもあるかもしれません。でも、中学校の３年間はきっと 

あっという間で、３年生の先輩たちもあっという間に卒業式がやってきた 

のだと思います。当日は、起立、気を付け、礼、合唱で 

思いを伝えられたのではないでしょうか。私個人的には、 

向井さんの送辞がよかったです。向井さんの言葉に誘われて涙を流した人も多かった 

のではないでしょうか。来年の３月、さらに１年の思い出を積み重ね、みんなで共に 

涙を流せるとよいですね。 
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